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お
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し
ら
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治
の
石
仏

下
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訪
駅

今
井
邦
子
文
学
館

宿場街道資料館

相
楽
塚︵
魁
塚
︶

さ
が
ら
づ
か

さ
き
が
け
づ
か

犬射馬場

諏
訪
大
社
下
社

春
宮

は
る
み
や

御田町

大社通り
交番入口

春宮大門

栄町

大門通り

下諏訪駅前

梅
月

マ
ス
ヤ

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

ぎ
ん
月

旅
館 

奴
御
宿
ま
る
や

鉄
鉱
泉
本
館

グリーンサンホテル

中川旅館

み
な
と
や
旅
館

旅
館
お
く
む
ら

中山道

大社通り・八
幡坂

御
田
町
通
り

大
門
通
り

花見新道

湯
田
坂

衣紋坂

砥川

中央通り

中山道

甲
州
道
中

中山道

岡谷・
松本方面

諏訪方面

下諏訪町役場
下諏訪総合文化センター

上田・佐久方面

至 

い
ず
み
湖

駅と祭り
の資料館

参拝者用
（本殿横）

八幡社
恵比寿社

千尋池
パ
ン
工
房

た
る
か
わ

駄菓子とビールとコーヒーのお店駄菓子とビールとコーヒーのお店
ちいとこ商店

ますや菓子店

髪処化粧屋

大型／普通車

ダイシメ惣菜店

ミーミーセンター
スメバ

ノザワストアー

諏訪御湖鶴
酒造場

境内社

秋宮スケートリンク

御作田社の石垣

七曜星社蔵

子安社旧繭倉庫群跡 宝物殿

手
水
舎

八
幡
坂

高
札
ひ
ろ
ば

八
幡
坂

高
札
ひ
ろ
ば

お
休
み
処

そ
ば そ

ば

いぬいばっぱ

と
う
め

とうめはちまん

け
や
き

おみやげ

洋菓子・カフェ

和菓子

わかさぎ
うなぎ

塩羊羹

観光
案内所

観光案内所
（秋宮前）

陶芸

チャボかつ丼

洋食

居酒屋

居酒屋

居酒屋

喫茶店

カフェ
中華

手作りの味

布小物

機織

木工

時計
組立
観光協会

オルゴール
組立 喫茶

おばんざい
とお酒

お食事･お酒

そば

そば

焼おにぎり
カフェ

味
の
あ
る
路
地

おみやげ

とんかつ
寿司

うなぎ

そば

そば

カフェ

天ぷら

うなぎ

カフェ

カフェ

中
華

カフェレストラン

カフェ

Polom
LIUTAIO HIROTO SAI

ミズキ
菓子店

石段

天桂の松

医王渡橋

いぼ石

諏訪共立病院

八十二銀行（観光客は無料）高速バス
のりば

高速バス
のりば

方言館

ら。shirotori

諏訪信用金庫
下諏訪支店

諏訪信用金庫
御田町支店

長野県信用組合
下諏訪支店

西友

下諏訪郵便局

宝光院
諏訪湖の
絶景ポイント

諏訪湖の絶景ポイント

岡本太郎書の石碑

カフェ

【下社の七不思議】

三本一束になった葉を財布に
いれるとお金がたまるといわ
れています

女神様がお湯を浸した化粧用の綿をここに置い
たら温泉が湧いた。神の湯と言われた綿の湯は、
不浄の者が入ると湯が濁るといわれています

江戸時代の大名・公家などの宿となっ
た家。宿場を統括する機能もあった。
武家茶屋の遺構、庭園などを今も岩
波家が代々引き継いでいます

女性だけの短歌結社
「明日香社」を主宰した
アララギ派の歌人今井
邦子の資料館。邦子の
実家で江戸時代の茶屋

江戸時代当時の建築様式
や生活用品の展示を無料
公開しています

江戸時代の下諏訪宿に関す
る資料館。昔の下諏訪を知
ると一層楽しいまち歩きが
できます

日本のサウンド・アートの先駆者、
鈴木昭男による作品

幕末に皇女和宮がお泊りの宿

徳川家康が制定した
五街道のひとつ。
江戸～京都に至る街道

3帖ほどの神田で、
6月30日に田植えをし
8月1日に刈り取る
習わしがあります
【下社の七不思議】

精密な石組み。製糸業が隆盛だった頃、
片倉組が寄贈したものらしいです

築120年以上の貴重な蔵。
1階には製糸業の資料や写真を展示しています

江
戸
末
期
の
旅
籠

神宮寺跡。祈願すれば何
でも叶えてくれるという
お地蔵さん

維新の魁になった
赤報隊 隊長・相楽
総三を祀る

真夜中、枝を三寸下げて眠り、
幹に耳を当てるといびきが聞こ
えるとか。葉を枕に入れると
安眠できるといわれています芽吹き紅葉で気候

を占い農耕の目安
にする陽気木

昔の弓馬練武場。敷地の境界
を示した４つの標石は、長い
時間を経て日常生活に取り込
まれていきました。地図を手
がかりに探してみましょう。

日本一大きい
青銅製の狛犬

諏
訪
地
方
唯
一
の

前
方
後
円
墳
。

県
指
定
文
化
財

木喰上人の彫った仏がある 美人になり
子宝に恵まれる
という温泉

慈雲寺への修行僧のため
に建てられた旦過寮がは
じまり。熱い湯で有名

急な下り坂の向こうに温泉宿がある。防衛の手段として、
敵が一気に攻め込み難くする為のなごりです

江戸時代
中期の作品

武田信玄が石の上に立つ
僧に向かって弓の名手に
矢を射らせたが、矢は全
てはねかえされ上人には
一本も当たらなかったと
いう伝説の石です

126段

どんなに大水が
出ても流されない島
【下社の七不思議】 町指定天然記念物

「医王」とは薬師如来の異称で
ある。春宮の別当寺が観照寺
で、その本尊が薬師如来であ
り、その地に渡るという意味
で付けられた名称と言われる

１つだけ丸い穴がたくさ
んあいた石がある。ここ
にたまっている水をイボ
につけると治るとか

足湯のある美容院。
駄菓子の販売もあります

昭和初期まで若者の
力くらべに使われた石。
大きいのは60kgほどです

岡本太郎も通った老舗の洋菓子・喫茶店

下諏訪唯一の酒蔵がある商店街。
作家が工房兼ショールームとして

空き家を活用している。
明治25年建立。
重さ7,200kg 高さ8.5m

諏訪大社の神事
「御射山祭」で
「御射山餅」と公認
販売されている
あべ川餅の店

文政12年（1829年）建立。
この灯籠から春宮、秋宮
を結ぶ中山道を一辺とし
た三角形を三角八丁と呼
んでいます。灯籠～秋宮
まで、灯籠～春宮までが
約八丁の距離です。
※ 一丁…109.09m
　 八丁…872.72m

かつては春宮の専用道路

諏訪大社下社最古の木造建
造物。御手洗川にかけられ
た屋根付きの太鼓橋

武田信玄が保護した寺

信玄の隠し湯と呼ばれ、
負傷兵がこの湯で治療
したという薬湯

万治3年11月1日と刻ま
れている。春宮大鳥居の
作者と同じ石工が彫った
との口伝えなどがある。
日本人ばなれした顔から
種々の謎を生ずる石仏である。
岡本太郎が世に出した石仏として有名。

明治20年開設の道。
桜の名所

湯田坂

諏訪明神の竜神
伝説にちなんだ
温泉の手水舎

航海の神、漁業・商売の神様

三本一束になった葉を財布に
いれるとお金がたまるといわ
れています

女神様がお湯を浸した化粧用の綿をここに置い
たら温泉が湧いた。神の湯と言われた綿の湯は、
不浄の者が入ると湯が濁るといわれています

江戸時代の大名・公家などの宿となっ
た家。宿場を統括する機能もあった。
武家茶屋の遺構、庭園などを今も岩
波家が代々引き継いでいます

女性だけの短歌結社
「明日香社」を主宰した
アララギ派の歌人今井
邦子の資料館。邦子の
実家で江戸時代の茶屋

江戸時代当時の建築様式
や生活用品の展示を無料
公開しています

江戸時代の下諏訪宿に関す
る資料館。昔の下諏訪を知
ると一層楽しいまち歩きが
できます

日本のサウンド・アートの先駆者、
鈴木昭男による作品

幕末に皇女和宮がお泊りの宿

銕焼地蔵尊
（和泉式部の守り本尊）

徳川家康が制定した
五街道のひとつ。
江戸～京都に至る街道

3帖ほどの神田で、
6月30日に田植えをし
8月1日に刈り取る
習わしがあります
【下社の七不思議】

精密な石組み。製糸業が隆盛だった頃、
片倉組が寄贈したものらしいです

築120年以上の貴重な蔵。
1階には製糸業の資料や写真を展示しています

江
戸
末
期
の
旅
籠

神宮寺跡。祈願すれば何
でも叶えてくれるという
お地蔵さん

維新の魁になった
赤報隊 隊長・相楽
総三を祀る

下社秋宮周辺

菅野温泉
矢木温泉

大灯籠

旦過の湯

来迎寺

新湯

町営四ツ角駐車場

花屋茂七館

岡本太郎書の石碑

新鶴本店

神楽殿

寝入杉

御神湯

いいなり地蔵

食祭館

本山川魚店

チャボ食堂

本田食堂

アロンジー 1F 

養老乃瀧

2F ゆき

あり井
UMI COFFEE & LAUNDRY

テラリューム 2F

ガトハ
福味屋

うなぎ林屋

サロン「しもすわ」
だんらん

sulosu

さとう名産店

専女八幡 白松

みやさか

③ 山猫亭 本店
④ 大社煎餅 下諏訪店
⑥ 二十四節氣 神楽
⑥ 2F 根津八紘美術館
⑦ 桔梗屋

③ 点音

⑨ まるや工芸店　   / 茶房まどか
⑦ 聴泉閣かめや

御柱神湯

御田町

すみれ洋裁店

フレール洋菓子店

福田屋本店

林屋川魚店 あざみ工房

あんず木工房

タロウ珈琲 弐号店

飛やじ
綿の湯

甲州道中･中山道合流の地衣紋坂

東寿司
うな富

無伴奏

清明祥世庵

宮の前そば店

お茶処花結び

二葉屋
酒店

Café Tac

ひとつぶの麦

丸一

番
屋
跡 

碑

浮島社

御作田社

水月公園

諏訪湖（1.4km）
諏訪湖博物館（1.4km）
柿蔭山房（2km）
橋本政屋（2.3km）

毒沢鉱泉     （2km）
木落し坂（2.4km）
八島湿原（18km）

髪処の湯

力石

矢除石

慈雲寺

竜の口

宝
華

山
猫
亭 

は
な
れ
店

苔
泉
亭
／
萩
月
庵
千
ひ
ろ

春
屋

専
女
の
欅

友之町駐車場

下諏訪町交番

アップルハウス

Eric’s Kitchen

十間堂茶屋

一茶

◯三

サンコーパン

栄寿司

遊泉ハウス児湯

下社秋宮周辺下社秋宮周辺下社秋宮周辺

8
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3

3
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4
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6
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9
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7

1

9
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7

6

3

4

2

温泉銭湯

温泉足湯

名物・おみやげ

お食事 不定期
営業

旅館・ホテル

工房・体験

案内所

無料
駐車場

有料
駐車場

WiFiスポット
※一部制限あり

レンタサイクル

タクシー

路地

コンビニ・ATM

街かど博物館

トイレ

夜のみ昼のみ

下諏訪ローイングパーク
ＡＱＵＡ未来

赤砂崎公園

みずべ公園

諏訪大社
下社秋宮

大灯籠

下諏訪駅

しもすわ今昔館
おいでや

友之町
駐車場

諏訪大社下社春宮

柿蔭山房

橋本政屋

しいんさんぼう

はしもとまさや

ハーモ美術館

万治の石仏

湖畔の湯

諏訪神太鼓
太鼓道場

下諏訪町役場

下諏訪総合
文化センター

相楽塚

下馬橋

水月公園

下諏訪町立
諏訪湖博物館
赤彦記念館

（ゆたんぽ）
ゆたん歩ﾟ

大社通り
富士見橋

下諏訪駅前

御田町

赤砂

高浜

高浜

四王

富部

古川 湖浜

関東の富士見百景

広域図

コース一覧
右図

諏訪湖

三角八丁

癒やし

タイムトラベル

路地裏散策

高浜健康
温泉センター

役場前

しもすわ今昔館 おいでや ☎0266-27-0001　入館料　大人 600円 / 小人 300円

東洋のスイスと呼ばれた諏訪地方。世界唯一の水駆動による大型天文時計装置の復元展示や時計の
組立が人気。また、日本遺産に認定された黒曜石採掘抗ジオラマや下諏訪の歴史を体感できる。

本陣岩波家（※要予約） ☎0266-28-7055　入館料　大人 500円 / 小人 300円

参勤交代の大名らが泊まった本陣。江戸時代の建物と庭園が、今もそのまま残されています。

おんばしら館 よいさ ☎0266-26-0413　入館料　大人 300円 / 小・中学生 200円

七年に一度、開催される「御柱祭」に対する諏訪人の思いとその迫力をお楽しみいただける施設です。

日本電産サンキョーオルゴール記念館 すわのね ☎0266-26-7300　入館料 大人 1,000円 / 小人 500円
世界一のオルゴール生産地だった下諏訪町。癒しの音色とライブコンサートと歴史が楽しめる。
組み立て体験コーナーは楽曲多数。ギフトも充実。

おすすめ まちあるきコース

春宮周辺をめぐる 癒やしコース
静かにのんびり過ごしたい人にオススメ。

川のせせらぎを聞きながら歩いたその先には、シュールな石仏が！！

春宮→〔徒歩2分〕→浮島→〔徒歩2分〕→万治の石仏→〔徒歩3分〕→諏訪湖絶景
ポイント→〔徒歩3分〕→慈雲寺→〔徒歩5分〕→伏見屋邸→〔徒歩5分〕→春宮

徒歩 約60分

諏訪大社下社を参拝
三角八丁コース
THE 定番まち歩きコース。春宮、秋宮、大灯籠をつなぐ一辺八丁（872.72m）

の三角形の中には下諏訪の代表的な観光名所がつまっています。

諏訪大社下社秋宮 →〔徒歩15分〕→伏見屋邸 →〔徒歩10分〕→諏訪大社下社春宮
→〔徒歩5分〕→万治の石仏 →〔徒歩10分〕→下馬橋 →〔徒歩15分〕→大灯籠 →

〔徒歩5分〕→相楽塚 →〔徒歩20分〕→諏訪大社下社秋宮

徒歩 約99分

下諏訪歴史散策 タイムトラベルコース
縄文時代から現代まで、当時の情景を思い浮かべながら下諏訪の歴史を辿ってみてはいか

がでしょうか？最後は足湯に浸かってのんびりお過ごし下さい。

矢の根や（おいでや内） →〔徒歩2分〕→青塚古墳→〔徒歩3分〕→  中山道・甲州道中
合流地点→〔徒歩1分〕→味のある路地→〔徒歩7分〕→  馬場（犬射場の標石）→〔徒
歩6分〕→いいなり地蔵→〔徒歩2分〕→  秋宮→〔徒歩2分〕→  儀象堂（おいでや内）
→足湯（おいでや内）

徒歩 約60分

ディープな下諏訪を発見！
路地裏散策コース
昭和風情のある路地や、知る人ぞ知る抜け道など、ローカルな下諏訪を発見できるかも？！

諏訪大社下社秋宮→〔徒歩1分〕→●歴史のこみち（宿場街道資料館内を通過）→〔徒
歩1分〕→●おいでや裏路地→〔徒歩1分〕→青塚古墳→〔徒歩2分〕→●飛やじ裏
路地→〔徒歩3分〕→御湖鶴→〔徒歩1分〕→●パン工房たるかわ裏路地→〔徒歩
1分〕→●トタン路地（八十二銀行裏）→〔徒歩2分〕→●くらしの路地→〔徒歩5分〕
→●飲み屋街路地（平沢町）→〔徒歩4分〕→●レトロ路地（菅野温泉）→〔徒歩3分〕
→高札ひろば→〔徒歩2分〕→●味のある路地→〔徒歩1分〕→諏訪大社下社秋宮

諏訪大社下社秋宮→〔徒歩1分〕→❶歴史のこみち（宿場街道資料館内を通過）→〔徒
歩1分〕→❷おいでや裏路地→〔徒歩1分〕→青塚古墳→〔徒歩2分〕→❸飛やじ裏
路地→〔徒歩3分〕→御湖鶴→〔徒歩1分〕→❹パン工房たるかわ裏路地→〔徒歩
1分〕→❺トタン路地（八十二銀行裏）→〔徒歩2分〕→❻くらしの路地→〔徒歩5分〕
→❼飲み屋街路地（平沢町）→〔徒歩4分〕→❽レトロ路地（菅野温泉）→〔徒歩3分〕
→高札ひろば→〔徒歩2分〕→❾味のある路地→〔徒歩1分〕→諏訪大社下社秋宮

徒歩 約60分

地図上のアイコンが目印です↓

秋宮

春宮

下諏訪駅大灯籠
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店舗でシールと引き換えに様々
な特典を受けられるチケット。
料金：１枚　500円
販売場所：下諏訪観光案内所、
しもすわ今昔館おいでや、
観光案内所(秋宮前)

万治の
食べ歩き
チケット

お問い合わせ

観光全般 下諏訪観光協会
☎0266-26-2102

宿泊案内 下諏訪観光案内所
☎0266-28-2231
   （水曜定休）
下諏訪温泉旅館組合HP

shimosuwaonsen.jp

shimosuwa.com

　　　　　でもらえる
『ごちそうマップ』で
しもすわのお食事所・
カフェ情報をゲット！

しもすわグルメ
案内所
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諏訪大社は長野県の諏訪湖周辺に 4 箇所の境内地をもつ神社。全国各地にある諏訪神社総本社であり、 
国内にある最も古い神社の一つとされています。
Suwa Taisha consists of four shrines in the vicinity of Lake Suwa, Nagano Prefecture. It is the headquarters of Suwa 
shrines, which are located throughout Japan. It is one of the oldest shrines in Japan.

諏訪大社 下社春宮 
Guide of Suwa Taisha Shimosha Harumiya 境内ガイド

① 御柱 Onbashira

寅年と申年の 7 年に一度行われる御柱祭（式年
造営御柱大祭）で社殿の四隅に建てられる樅の
巨木。大きなもので長さ 17m、重さ 10t を超え、
山中から人力のみで神社まで運ばれ、建て替え
られます。正面向かって右手前より時計回りに、
一の柱、二の柱、三の柱、四の柱が建っています。
The Onbashira Festival is held every seventh 
year in the years of the Tiger and the Monkey. 
Onbashira refers to posts made from giant fir 
trees, which are stood up in the four corners of 
the shrine. One of the biggest is 17 meters long 
and weighs over 10 tons. They are dragged from 
the mountains to the site only by hand. Four 
Onbashira are stood up in each corner going 
clockwise beginning with the right hand corner 
near the front.

② 御神木 Goshinboku

春宮では、宝殿の奥に立つ杉の古木を御神体と
して祀っています。昔は自然信仰で大きな山・石・
木を通し、神を崇拝しました。諏訪大社は古い
お宮なので自然信仰がそのまま受け継がれて木
が御神体となっています。
An old Japanese cedar tree, which stands behind 
the Hōden, is revered as an object of worship. In 
the past, a big mountain, a rock and a tree were 
gods in nature worship. Since Suwa Taisha is an 
old shrine, nature worship continues and an old 
tree is sacred.

③ 宝殿 Hōden

本殿を持たない諏訪大社において、それに相当
するのが宝殿です。東西 2 つの建物は、7 年に
一度の御柱祭で 1 棟が建て替えられ、遷座祭が
行われます。
The shrines of Suwa Taisha do not have a main 
sanctuary, called Honden, in which the deity is 
enshrined. In its place, there are two thatch-roof 
buildings called Hōden, one of which is rebuilt 
during each Onbashira cycle. Then there is the 
ritual called the Senzasai, in which the object of 
worship is installed from the other Hōden.

④ 幣拝殿 Heihaiden

祭祀・拝礼を行うための建物で、中央の二重楼
門づくりを幣拝殿、左右を片拝殿と言います。秋
宮と同じ図面のもと、立川流と覇を競った大隅
流の柴宮長左衛門により 1780 年に建てられま
した。
This is a building where rituals are performed and 
prayers are offered. In the center is Heihaiden, 
the hall of worship built in the “two-story-gate 
style” and there is a one-story Katahaiden, on 
each side. It was built in 1780 with the same 
blueprint of Akimiya by Shibamiya Chozaemon of 
the Osumi school of construction, the rival of the 
Tatekawa school.

⑤ 神楽殿 Kaguraden

神様に雅楽や舞を奉納したり、祈願を行う建物
です。諏訪大社の中でも改築の多い建物で、最
近では昭和 11 年に大改修がなされています。
This is a hall for traditional dance and music 
dedicated to the Kami. It has been reconstructed 
many times in the past, and underwent a major 
restoration in 1936.

⑥ 結びの杉 Musubinosugi

この杉の木は先で二股に分かれていますが、根
元で１つになっていることから縁結びの杉と言
われています。
This cedar tree forks into two parts at the top but 
unites into one trunk at the ground, That’s why 
it is said to be a matchmaking tree.

⑦ 筒粥殿  Tsutsugayuden

毎年1月14日の夜から15日の朝にかけて、神職
がいろりを囲み、一晩中火釜に葦の筒と米と小豆
の粥を入れて炊き込み、葦筒44本の内43本は作
物の吉凶を、残りの1本は世の中を占います。
This is a building in which Tsutsugayu ritual is 
held every year from the night of January 14 
until the next morning. In the ritual, rice and red 
beans along with a bundle of hollow reed stalks 
are cooked overnight into a gruel. The priests 
predict the bountifulness of the year’s crop 
harvests. 44 stalks are used to determine the 
conditions of 43 crops and the general state of 
the world.

① 四の柱① 三の柱

① 一の柱

② 御神木

③ 宝殿③ 宝殿

④ 幣拝殿

⑤ 神楽殿
⑦ 筒粥殿

⑥ 結びの杉

① 二の柱

手水舎

鳥居



諏訪大社 下社秋宮 
Guide of Suwa Taisha Shimosha Akimiya 境内ガイド

① 御柱 Onbashira

寅年と申年の 7 年に一度行われる御柱祭（式年造営
御柱大祭）で社殿の四隅に建てられる樅の巨木。大
きなもので長さ 17m、重さ 10t を超え、山中から
人力のみで神社まで運ばれ、建て替えられます。正
面向かって右手前より時計回りに、一の柱、二の柱、
三の柱、四の柱が建っています。
The Onbashira Festival is held every seventh year in 
the years of the Tiger and the Monkey. Onbashira 
refers to posts made from giant fir trees, which are 
stood up in the four corners of the shrine. One of the 
biggest is 17 meters long and weighs over 10 tons. 
They are dragged from the mountains to the site only 
by hand. Four Onbashira are stood up in each corner 
going clockwise beginning with the right hand corner 
near the front.

② 御神木 Goshinboku

秋宮では、宝殿の奥に立つイチイの古木を御神体と
して祀っています。昔は自然信仰で大きな山・石・
木を通し、神を崇拝しました。諏訪大社は古いお宮
なので自然信仰がそのまま受け継がれて木が御神体
となっています。
An old Japanese yew tree, which stands behind the 
Hōden, is revered as an object of worship. In the 
past, a big mountain, a rock and a tree were gods in 
nature worship. Since Suwa Taisha is an old shrine, 
nature worship continues and an old tree is sacred.

③ 宝殿 Hōden

御祭神である建御名方神と妃神・八坂刀売神の御霊
代を祀ってあります。左右 2 つの建物は、7 年に一度
の御柱祭で1棟が建て替えられ、遷座祭が行われます。
The Takeminakata-no-kami and his wi fe the 
Yasakatome-no-kami are worshiped. There are two 
thatch-roof buildings called Hōden, one of which is 
rebuilt during each Onbashira cycle. Then there is 
the ritual called the Senzasai, in which the object of 
worship is installed from the other Hōden.

④ 幣拝殿 Heihaiden

参拝者が参拝したり、神職が祭祀を行ったりする建
物です。1781 年（安永 10 年）に建立。1983 年
に神楽殿と共に国の重要文化財に指定されました。
This building serves as a hall of worship for priests to 
perform various rituals. It was built in 1781. In 1983 
it was designated as an Important Culture Property 
along with the Kaguraden.

⑤ 神楽殿 Kaguraden

神様に雅楽や舞を奉納したり、祈願を行う建物です。
1835 年に立川流の宮大工、二代立川和四郎富昌に
より建てられました。正面に飾られる大きな注連縄
は長さ 13m、出雲大社型では日本一の長さと言われ
ています。
This is a hall for traditional dance and music dedicated 
to the Kami. It was built in 1835 by Tatekawa Washiro 
Ⅱ , Tomimasa, a shrine architect. His school of 
architecture was called Tatekawa. A large decorative 
rope known as shimenawa is hung above the entrance 
of the hall. It is 13 meters long and the largest such 
shimenawa of the Izumo Taisha style in Japan.

⑥ 狛犬 Komainu

狛犬は原村出身の彫刻家 清水多嘉示の作。高
さ 1.7m、青銅製では日本一の大きさと言わ
れています。
They are lion-shaped guardian dogs sitting in 
a pair at the left and right sides. The guardian 
dogs in Akimiya were sculpted by Shimizu 
Takashi from Hara Village. They are 1.7 meters 
tall and said to be the biggest komainu made 
of bronze in Japan.

⑦ 寝入りの杉 Neirinosugi

樹齢 600 年以上とも言われる大きな杉の木。
丑三つ時になると枝を下げて寝入りいびきが
聞こえ、子供に木の皮を煎じて飲ませると夜
泣きが止まるといわれています。
This is a big cedar tree that is more than 
600 years old. It is said to sleep at midnight 
lowering its branches. Putting your ear against 
the trunk, you can hear the tree snoring. If you 
steep some barks of this tree in hot water and 
have a child drink it, the child is said to stop 
crying at night.

① 四の柱① 三の柱

① 一の柱① 二の柱

② 御神木

③ 宝殿③ 宝殿

④ 幣拝殿

⑤ 神楽殿

⑥ 狛犬 ⑥ 狛犬

⑦ 寝入りの杉
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鳥居

温泉手水

諏訪大社は長野県の諏訪湖周辺に 4 箇所の境内地をもつ神社。全国各地にある諏訪神社総本社であり、 
国内にある最も古い神社の一つとされています。
Suwa Taisha consists of four shrines in the vicinity of Lake Suwa, Nagano Prefecture. It is the headquarters of Suwa 
shrines, which are located throughout Japan. It is one of the oldest shrines in Japan.


